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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ

－

19
）と

Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
活
動ガ

イ
・
ラ
イ
ダ
ー

Ｉ
Ｌ
Ｏ
事
務
局
長
談
話

　

ガ
イ
・
ラ
イ
ダ
ー
Ｉ
Ｌ
Ｏ
事
務
局
長
は

今
年
5
月
に
出
し
た
談
話
の
中
で
、
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
「
今
年
上
半
期
で
3
億
5
0
0
万
人
に

相
当
す
る
雇
用
が
失
わ
れ
る
と
予
測
さ
れ

て
い
る
。2
0
0
8

－

2
0
0
9
年
の
金

融
危
機
の
時
は
行
き
過
ぎ
た
金
融
に
対

す
る
ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
れ
ば
、
世
界

の
経
済
は
安
全
で
、
公
正
で
よ
り
持
続
可

能
な
も
の
に
な
る
と
言
わ
れ
た
が
、
そ
う

は
な
ら
な
か
っ
た
。O

ld N
om
al

が
戻

り
、
労
働
市
場
の
下
層
に
い
る
人
は
さ
ら

に
下
降
し
た
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
残
酷

な
形
で
仕
事
の
世
界
の
不
安
定
性
及
び

不
公
正
を
さ
ら
け
出
し
た
。
60
％
の
労
働

者
が
従
事
し
て
い
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
経

済
に
よ
る
生
活
の
糧
が
無
く
な
り
、
飢
餓

が
来
る
危
険
が
あ
る
」

　
「
今
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
下
で
働
い
て
い
る
ヒ
ー

ロ
ー
の
重
要
な
役
割
に
焦
点
が
あ
て
ら
れ

た
。
そ
れ
は
医
療
、
福
祉
労
働
者
、
清
掃

労
働
者
、
ス
ー
パ
ー
の
レ
ジ
係
、
運
転
手

た
ち
で
あ
り
、
多
く
の
場
合
ワ
ー
キ
ン
グ

プ
ア
ー
で
不
安
定
な
仕
事
に
従
事
し
て
い

る
と
み
ら
れ
る
人
た
ち
で
あ
る
。
こ
れ
ら

の
労
働
者
の
尊
厳
を
否
定
し
た
こ
と
は
過

去
の
政
策
の
失
敗
で
あ
り
、
こ
れ
を
是
正

す
る
の
が
私
た
ち
の
責
任
で
あ
る
。環
境
、

技
術
革
新
及
び
人
口
動
態
の
移
行
の
課

題
と
共
に
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
浮
き

彫
り
と
な
っ
た
不
公
正
に
対
応
す
る
未
来

の
仕
事
を
構
築
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

▼
Ｉ
Ｌ
Ｏ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
資
料
・

緊
急
報
告
の
発
行

　

2
0
2
0
年
9
月
23
日
に
発
行
さ

Ｉ
Ｌ
Ｏ
労
働
者
側
理
事  

郷
野 

晶
子

特
集
2ｰ

2

ＩＬＯモニタリング資料発行
（2020年 9月23日までに緊急報告第1版～第6版発行）

情報および政策の発信
ＩＬＯグローバルサミット（2020年７月）の開催
ＩＬＯ Call To Action：
大きな影響を受けている衣料産業への対応
ＩＬＯ100周年記念宣言

▲
▲
▲
▲

▲

ＩＬＯがとった主な新型コロナウイルス対策

ガイ・ライダーＩＬＯ事務局長

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
大
流
行
は
世
界
的
に
仕
事
の
世
界
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

公
衆
安
全
に
対
す
る
脅
威
に
加
え
、
経
済
や
社
会
の
混
乱
は
多
く
の
人
々
の
生
活
・
雇
用
を
脅
か
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｌ
Ｏ
と
加
盟
国
政
労
使
は
、
こ
の
大
流
行
に
打
ち
勝
ち
、
個
人
の
安
全
、
仕
事
の
持
続
的
可
能
性
を
確
保
す
る
た
め
に
こ
の
春
か
ら
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、

本
稿
で
は
そ
の
活
動
を
紹
介
す
る
。
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ポストコロナ時代－職場と仕事はどう変わる？特 集

れ
た
Ｉ
Ｌ
Ｏ
緊
急
報
告
第
6
版 

「
C
O

V
I
D

－

19
と
仕
事
の
世
界
推
計
と
分

析
―
更
新
版
」
に
よ
る
と
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
勤
労
所
得
は
大

幅
に
減
少
し
、
状
況
の
悪
化
は
続
い
て
お

り
、
2
0
2
0
年
１
〜
９
月
の
世
界
の
勤

労
所
得
は
前
年
度
比
10
・
7
％
減
の
3
・

5
兆
ド
ル
減
少
し
た
。

労
働
時
間
の
減
少

　

状
況
は
悪
化
し
て
い
る
。
2
0
2
0

年
第
2
四
半
期
は
世
界
の
労
働
時
間
の

17
・
3
％
が
減
少
し
た
。（
2
0
1
9
年
第

4
四
半
期
比
）。
こ
れ
は
、4
億
9
5
0
0

万
人
の
雇
用
に
相
当
す
る
。（
第
3
四
半

期
は
2
0
1
9
年
第
4
四
半
期
比
12
・

1
％
の
減
少
。3
億
4
5
0
0
万
人
の
雇

用
喪
失
に
相
当
す
る
）

　

労
働
時
間
損
失
の
推
計
が
上
方
修
正
さ

れ
て
い
る
の
は
、
途
上
国
及
び
新
興
国
の

労
働
者
、
特
に
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
雇
用
の

労
働
者
が
、
過
去
の
危
機
よ
り
は
る
か
に

大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
た
め
だ
。

C
O
V
I
D

－

19
は
特
に
女
性
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る　

　

C
O
V
I
D

－
19
で
大
き
な
影
響
を
受

け
て
い
る
産
業
に
は
女
性
が
多
く
雇
用
さ

れ
て
い
る
。
世
界
で
見
る
と
働
く
女
性
の

40
％
、
約
5
億
1
0
0
0
万
人
が
、
ホ
テ

ル
、
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
、
卸
・
小
売
り
等

の
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る
産
業
で

働
い
て
い
る
。
ま
た
C
O
V
I
D

－

19
対

策
が
困
難
な
家
事
労
働
者
に
女
性
が
多

い
。
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
女
性
家

事
労
働
者
は
3
7
0
0
万
人
。
そ
し
て

医
療
及
び
社
会
福
祉
事
業
従
事
者
に
は

圧
倒
的
に
女
性
が
多
い（
70
％
）。
集
中
治

療
室
で
の
長
時
間
労
働
、
防
護
装
置
の
欠

如
、
人
員
不
足
、
高
い
感
染
リ
ス
ク
等
の

問
題
に
直
面
し
て
い
る
。
無
給
の
家
事
の

負
担
は
よ
り
多
く
女
性
に
の
し
か
か
っ

て
い
る
。

ILO政策枠組み：国際労働基準に基づくCOVID‒19危機対策のための４本柱

柱1

経済及び雇用の活性化▲

積極的財政政策▲

金融緩和政策▲

医療部門を含む特定の産業への
融資及び財政支援

柱3

職場の労働者の保護▲

安全衛生対策の強化▲

仕事の仕方の工夫（例：テレワーク）▲

差別や排他を避ける▲

すべての人を対象とした医療提供▲

有給休暇の拡大

柱4

社会対話を通じた解決▲

経営者及び労働者団体の能力及び
回復力の強化▲

政府の能力強化▲

社会対話、団体交渉、
労使関係制度及び機能の強化

柱2

企業、雇用及び収入支援

▲

すべての人への社会保護▲

雇用維持対策の実施▲

企業向けの財政／税制及び他の
救済策

第1～3四半期の労働時間損失の推計値と2020年第 4四半期の予測
世界全体（パーセンテージ）
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雇
用
の
減
少
は
女
性
の
方
が
大
き
く
、

労
働
市
場
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
成
果
が
無
く
な

り
、
不
平
等
が
拡
大
し
て
い
る
。（
日
本
は

2
0
2
0
年
4
月
時
点
で
女
性
は
前
年
度

比
マ
イ
ナ
ス
1
・
8
％
、
男
性
は
マ
イ
ナ

ス
0
・
7
％
）

▼
情
報
お
よ
び
政
策
の
発
信

　

Ｉ
Ｌ
Ｏ
で
は
下
記
の
報
告
書
を
発
行
し

て
い
る
。

●

世
界
職
場
に
お
け
る
安
全
衛
生
デ
ー
報

告
2
0
2
0
：
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
直
面

し
て
〜
安
全
衛
生
の
確
保

●

C
O
V
I
D

－

19
と
児
童
労
働
（
報
告
）

●

産
業
別
C
O
V
I
D

－

19
の
影
響
と
対

応
分
析
（
ポ
リ
シ
ー
ブ
リ
ー
フ
）

●

C
O
V
I
D

－

19
と
移
民
労
働
者
の
保

護
（
ポ
リ
シ
ー
ブ
リ
ー
フ
）

●

C
O
V
I
D

－

19
対
応
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
（
ポ
リ
シ
ー
ブ
リ
ー
フ
）

▼
Ｉ
Ｌ
Ｏ
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ミ
ッ
ト

の
開
催

　

Ｉ
Ｌ
Ｏ
は
今
年
7
月
に
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
と
仕
事
の
世
界
」
と
題
し
た

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
を
下
記
日
程
で
い
ち
早
く
開

催
し
た
。

7
月
2
日
　
ア
ジ
ア
太
平
洋
イ
ベ
ン
ト

7
月
7
日
　
地
域
の
日

7
月
8
日
　
世
界
の
指
導
者
の
日

（
国
連
事
務
総
長
、各
国
元
首
、
経
営
者
代
表
、

組
合
代
表
が
参
加
。
神
津
連
合
会
長
は
世
界
の

組
合
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
で
参
加
）

7
月
9
日
　
政
労
使
の
日

　

こ
れ
ら
会
議
で
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、「
技

能
の
習
得
・
訓
練
（
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
）」「
新

技
術
」「
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
（
常
用
雇

用
↓
非
常
用
雇
用
、
有
給
の
仕
事
↓
無

給
の
仕
事
）」「
普
遍
的
な
社
会
保
障
」「
女

性
」「
家
庭
内
暴
力
」「
若
年
者
」「
移
民

労
働
者
」「
安
全
衛
生
」「
イ
ン
フ
ォ
ー
マ

ル
労
働
者
」「
最
低
労
働
保
護
基
準
」「
国

際
労
働
基
準
」「
社
会
対
話
」「
Ｉ
Ｌ
Ｏ

1
0
0
周
年
記
念
宣
言
」
だ
っ
た
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ミ
ッ
ト
に
お
け
る
労
働

側
の
主
張
は
下
記
の
通
り
。

労
働
側
の
主
張

　

緊
急
に
取
り
組
む
べ
き
４
課
題

１
．
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
業
種
の
労
働

者
の
安
全
衛
生
保
護
。

C
O
V
I
D

－
19
を
職
業
病
と
認
め

る
。

２
．
十
分
な
期
間
に
わ
た
る
非
典
型
、
イ

ン
フ
ォ
ー
マ
ル
、
自
営
労
働
者
も
対

象
と
し
た
寛
容
な
緊
急
包
括
的
社
会

保
護
。

３
．
人
権
及
び
労
働
組
合
権
に
配
慮
し
た

雇
用
を
条
件
と
し
た
事
業
の
継
続
を

支
援
す
る
。

４
．
移
民
労
働
者
、
家
事
労
働
者
か
ら
船

員
ま
で
最
も
大
き
な
影
響
を
受
け
て

い
る
労
働
者
の
困
窮
を
軽
減
す
る
。

労
働
側
の
主
張
「
回
復
へ
の
11
の
道
筋
」

１
．
安
全
衛
生（
O
S
H
）を
労
働
者
の
基

本
的
権
利
と
認
め
る
。

２
．
世
界
基
金（
最
貧
国
支
援
を
手
始
め
に
）

等
、
普
遍
的
社
会
保
護
を
目
指
す
。

３
．
世
界
に
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
に
広
が
る

不
安
定
雇
用
、
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
化

の
災
難
に
対
し
、
雇
用
の
在
り
方
に

か
か
わ
ら
ず
最
低
限
行
わ
れ
る
べ
き

労
働
者
保
護
（labour protection 

floor

）が
で
き
る
よ
う
す
る
。

４
．
経
済
及
び
社
会
が
う
ま
く
機
能
す
る

た
め
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
は
必
須
で
あ

る
こ
と
を
認
識
し
、
質
の
高
い
公
共

サ
ー
ビ
ス
、
保
険
、
教
育
、
福
祉
制

度
に
投
資
し
、
賃
金
及
び
労
働
条
件

を
改
善
す
る
。

５
．
す
べ
て
の
政
策
の
中
心
に
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
を
据
え
、
第
1
9
0
号
条
約

（
仕
事
に
お
け
る
暴
力
と
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
）
を
批
准
す
る
。

６
．
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
明
ら
か
に
な
り
、

悪
化
し
た
悪
質
か
つ
制
度
的
な
人
種

差
別
及
び
他
の
構
造
的
不
平
等
に
対

応
す
る
。

７
．
安
全
衛
生
面
及
び
労
働
条
件
の
不
安

定
性
に
お
い
て
新
た
な
リ
ス
ク
を
も

た
ら
す
新
技
術
、
特
に
テ
レ
ワ
ー
ク

及
び
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
ワ
ー
ク
を

規
制
す
る
。

８
．（
強
制
的
な
デ
ュ
ー
・
デ
リ
ジ
ェ
ン

ス
を
通
じ
て
）
企
業
の
世
界
的
な
責

任
を
規
制
す
る
こ
と
に
よ
り
、
グ
ロ

ー
バ
ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
お
け

る
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ
ー
ク
を
確
実

に
す
る
。

９
．
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
を
推
進
す
る

マ
ク
ロ
経
済
政
策
及
び
景
気
刺
激
策

を
進
め
る
。

10
．
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ジ
ョ
ブ
と
公
正
な
移

行
を
伴
う
、
環
境
に
や
さ
し
い
回
復

を
確
保
す
る
。

11
．
発
展
途
上
国
が
C
O
V
I
D

－

19
を

撲
滅
し
持
続
可
能
な
復
興
を
促
進
す

る
の
を
支
援
す
る
た
め
に
、
緊
急
債

務
免
除
を
行
う
。

ILO発行の
「世界職場における安全衛生デー
報告2020」
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ポストコロナ時代－職場と仕事はどう変わる？特 集

労
働
側
の
主
張
「
回
復
へ
の
条
件
」

１
．
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
ワ
ー
ク
及
び
均
等
な

機
会
を
確
保
す
る
た
め
に
国
際
労
働

基
準
及
び
そ
の
履
行
監
督
の
枠
組
み

２
．
1
条
を
可
能
に
す
る
社
会
対
話
を
確

保
す
る
た
め
に
重
要
な
結
社
の
自
由

及
び
団
体
交
渉
権

３
．
多
国
間
制
度
に
お
け
る
一
貫
し
た
政

策
及
び
、そ
の
中
で
の
I
L
O
が
果

た
す
中
心
的
役
割

▼ILO
 C
all T

o A
ction

大
き
な
影
響
を
受
け
て
い
る

衣
料
産
業
へ
の
対
応

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
需
要
が
急
減

し
、
ア
ジ
ア
の
縫
製
業
は
悲
鳴
を
上
げ
て

い
る
。
欧
州
各
国
が
外
出
規
制
を
行
い
、

衣
料
品
の
需
要
が
急
減
し
、
注
文
の
取
り

消
し
や
値
引
き
が
要
求
さ
れ
た
。
バ
ン
グ

ラ
デ
シ
ュ
で
は
複
数
の
下
請
け
企
業
が
英

国
の
ア
パ
レ
ル
か
ら
約
8
・
8 

億
円
分
の

注
文
を
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
、
約
4
0
0
万

人
が
失
業
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
約
4
0
0

の
工
場
が
操
業
を
停
止
し
、
約
15
万
人
が

失
業
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
で
は
約
3
万
人
が
失

業
し
た
。

　

Ｉ
Ｌ
Ｏ
は
こ
の
状
況
を
受
け
、G

lobal 
C
all to A

ction

（
行
動
へ
の
世
界
的
呼

び
か
け
）を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
目
的
は

「
C
O
V
I
D

－

19
の
危
機
の
中
で
、
衣
料

労
働
者
の
収
入
、
健
康
及
び
雇
用
を
守
り
、

経
営
者
が
生
き
残
れ
る
よ
う
支
援
す
る
」

「
よ
り
公
正
で
回
復
力
の
あ
る
衣
料
産
業

に
す
る
た
め
に
、
持
続
可
能
な
社
会
保
護

制
度
を
確
立
、
あ
る
い
は
強
化
す
る
」
こ

バングラデシュの縫製工場の様子

と
で
あ
る
。

　

C
all to A

ction 

作
業
部
会
と
し
て
、

世
界
銀
行
、
国
際
通
貨
基
金
及
び
地
域
の

開
発
銀
行
にCall to A

ction

へ
の
支
援

要
請
を
行
っ
た
。
現
在
、
関
係
国
際
金
融

機
関
と
会
議
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
の
と

こ
ろ
前
向
き
な
対
応
が
取
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
優
先
支
援
国
を
選
定
す
る
た
め
の

基
準
を
設
定
し
て
い
る
。
I
L
O
は
国
レ

ベ
ル
で
の
活
動
を
進
め
る
た
め
に
労
働
組

合
、
経
営
者
及
び
ブ
ラ
ン
ド
と
の
会
議
を

開
催
し
て
い
る
。C

all to A
ction

の
最

初
の
優
先
国
は
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
ハ
イ
チ
、
イ

ン
ド
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
パ

キ
ス
タ
ン
。

▼
仕
事
の
未
来
に
向
け
た

Ｉ
Ｌ
Ｏ
1
0
0
周
年
記
念
宣
言

概
要（
2
0
1
9
年
６
月
）

● 

完
全
で
生
産
的
そ
し
て
自
由
に
選
択
さ

れ
た
雇
用
と
す
べ
て
の
人
の
デ
ィ
ー
セ

ン
ト
・
ワ
ー
ク
を
と
も
な
う
公
正
、
包

摂
的
で
、
安
定
し
た
仕
事
の
未
来
を
形

成
す
る
た
め
の
機
会
を
と
ら
え
、
そ
の

た
め
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
行
動

す
る
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。

● 

こ
の
よ
う
な
仕
事
の
未
来
は
、
貧
困
に

終
止
符
を
打
ち
、
だ
れ
一
人
取
り
残
さ

な
い
持
続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
基
盤

で
あ
る
。

● 

I
L
O
は
、
労
働
者
の
権
利
、
そ
し
て

す
べ
て
の
人
々
の
必
要
性
、
願
望
、
権

利
を
経
済
・
社
会
・
環
境
政
策
の
中
心

に
位
置
づ
け
た
人
間
中
心
の
ア
プ
ロ
ー

チ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
、
憲

章
に
定
め
ら
れ
た
使
命
で
あ
る
社
会
正

義
を
弛
ま
ぬ
力
強
さ
で
次
の
1
0
0

年
に
引
き
継
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

● 

す
べ
て
の
国
の
加
盟
実
現
に
向
け
た
過

去
1
0
0
年
の
I
L
O
の
成
長
は
、
社

会
正
義
が
世
界
の
全
地
域
に
お
い
て
達

成
で
き
る
と
い
う
こ
と
、
三
者
構
成
統
治

に
お
け
る
完
全
、
平
等
で
民
主
的
な
参

加
に
よ
っ
て
の
み
、I
L
O
構
成
員
に
よ

る
こ
の
試
み
に
対
す
る
最
大
限
の
貢
献

が
保
障
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

求
め
ら
れ
る
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
役
割 

〝F
o
r B
e
tte
r N
o
rm
a
l

〞

　

公
正
な
労
働
基
準
が
担
保
さ
れ
る
よ

う
に
、
社
会
対
話
を
促
す
こ
と
、
I
L
O

中
核
的
労
働
基
準
の
促
進
・
順
守
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

以
上


